
保険薬局

【基礎数値】

１．調査施設数（有効回答数）

平成13年調査 平成15年調査

法　　　人 1,104 593

個　　　人 227 107

全　　　体 1,331 700

２．常勤従事者の状況（1施設当たり） （単位：人）

平成13年調査 平成15年調査 平成13年調査 平成15年調査 平成13年調査 平成15年調査

2.4 2.4 1.0 0.9 2.1 2.2

1.8 1.7 1.0 0.8 1.6 1.6

0.4 0.4 0.3 0.2 0.4 0.3

4.5 4.5 2.3 1.9 4.1 4.1

３．処方せん取扱枚数（1施設当たり） （単位：枚）

平成13年調査 平成15年調査 平成13年調査 平成15年調査 平成13年調査 平成15年調査

1,969.4 1,728.3 1,131.8 848.1 1,826.6 1,593.8

法　人 全　体

処 方 せ ん 取 扱 枚 数

事 務 職 員

そ の 他 の 職 員

総 数

個　人

個　人法　人 全　体

薬 剤 師
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  【収支状況】

保険薬局 （１施設当たり）

法人 個人 全体

金額 構成比率 金額の 金額 構成比率 金額の 金額 構成比率 金額の

13年６月 15年６月 13年６月 15年６月 伸び率 13年６月 15年６月 13年６月 15年６月 伸び率 13年６月 15年６月 13年６月 15年６月 伸び率

千円 千円 ％ ％ ％ 千円 千円 ％ ％ ％ 千円 千円 ％ ％ ％

Ⅰ　収入 11,490 10,670 100.0 99.9 － 6,369 5,729 100.0 99.3 － 10,617 9,915 100.0 99.9 －

１．保険調剤収入 10,506 10,103 91.4 94.6 － 5,595 5,010 87.8 86.9 － 9,668 9,324 91.1 93.9 －

２．公害等調剤収入 36 27 0.3 0.3 － 11 44 0.2 0.8 － 32 30 0.3 0.3 －

３．その他の薬局事業収入 948 540 8.3 5.1 － 764 676 12.0 11.7 － 917 561 8.6 5.7 －

Ⅱ　介護収入 － 9 － 0.1 － － 38 － 0.7 － － 13 － 0.1 －

１．居宅サービス収入 － 8 － 0.1 － － 8 － 0.1 － － 8 － 0.1 －

２．その他の介護収入 － 0 － 0.0 － － 30 － 0.5 － － 5 － 0.1 －

Ⅲ　費用 10,533 10,022 91.7 93.8 -4.9 5,860 5,047 92.0 87.5 -13.9 9,736 9,262 91.7 93.3 -4.9

１．給与費 2,095 1,976 18.2 18.5 -5.7 896 571 14.1 9.9 -36.3 1,891 1,761 17.8 17.7 -6.9

２．医薬品等費 7,432 7,013 64.7 65.7 -5.6 4,214 3,921 66.2 68.0 -7.0 6,883 6,540 64.8 65.9 -5.0

３．委託費 49 35 0.4 0.3 -28.6 9 16 0.1 0.3 77.8 43 32 0.4 0.3 -25.6

４．減価償却費 161 112 1.4 1.0 -30.4 115 81 1.8 1.4 -29.6 153 107 1.4 1.1 -30.1

（再掲）建物減価償却費 60 41 0.5 0.4 -31.7 49 31 0.8 0.5 -36.7 58 40 0.5 0.4 -31.0

（再掲）調剤用機器減価償却費 31 22 0.3 0.2 -29.0 17 12 0.3 0.2 -29.4 28 20 0.3 0.2 -28.6

５．その他の経費 795 886 6.9 8.3 11.4 626 459 9.8 8.0 -26.7 767 821 7.2 8.3 7.0

Ⅳ　収支差額（Ⅰ＋Ⅱ－Ⅲ） 957 657 8.3 6.2 -31.3 509 720 8.0 12.5 41.5 881 667 8.3 6.7 -24.3

施設数 1,104 593 - - - 227 107 - - - 1,331 700 - - -

（注）１．個人立の保険薬局の収支差額からは、開設者の報酬となる部分以外に、建物、設備について現存物の価値以上の改善を行うための内部資金に充てられることが考えられる。

　　　２．１５年６月における収入及び介護収入については、調査科目名等が変更されたため、１３年６月における収入面での各科目間の比較はできない。

　　　　　また、１５年６月における収入または費用の構成比率については、収入にあっては「Ⅰ収入」と「Ⅱ介護収入」を合算した金額に対する各収入科目の金額の割合であり、

          費用にあっては「Ⅰ収入」と「Ⅱ介護収入」を合算した金額に対する各費用科目の金額の割合である。
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